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水田農業が育む生物多様性
1999 年 4 月 24 日

田んぼからメダカやカエル、タニシがいなくなったといわれるようになって久しい。そしていま、田

んぼやその周辺の環境が豊かな生物相を育んでいたことへの見直しがはじまっている。

戦後の食糧増産政策のもと、水田基盤の整備や水稲の栽培技術改良が強力に進められ、日本の稲作は

外部資材に大きく依存する稲作へと変貌した。たしかに稲の収量 は飛躍的に増大したが、一方、その

過程で失われてきたものも多い。テーマとして掲げた「水田の生物多様性」もそのひとつである。

減反政策がはじまってから、農業がもつ文化的・社会的意義について議論がさかんになった。しかし、

ごくふつうの（害にも益にもならない）生物への関心が高まってきたのは、ここ最近のことである。失

われたものをとりもどすといわなければならないほど、そういう生物を見ることがまれになってしまっ

て、やっとふつうの生き物への関心が高まってきたわけである。しかし、「生物多様性」というかけ声

でひとからげに論じるまえに、そもそもその実態がどうなのか、そのことを知る機会をつくろうという

のがこの例会の趣旨であった。

三浦励一氏（京都大学）が、まず敦賀市の中池見の湿田稲作と雑草についての調査を報告した。同氏

の学生であった池田里絵子さんの卒業研究ともなったこの調査から、それぞれの農家が行ってきた農作

業は、水田一つひとつの立地に応じた「技」ともいうべきもので、その「技」の多様さが、結果 とし

て中池見の多様な水生雑草のハビタットを提供してきたことを提示した。

つづいて日鷹一雅氏（愛媛大学）が、タガメの生態と水田稲作との関係を、たくさんのスライドをま

じえて紹介した。タガメを追う日鷹氏の姿が彷彿とするいきいきした生態写 真に魅了されたが、一方で、

タガメも、そしてその棲息地をつくる百姓も生きのびるためにどうすればよいのか。日鷹氏のことばを

借りれば、そのどちらにも「うれしい」農業はどうすれば実現できるのか。重い問題を提起する発表で

もあった。

最後に、守山弘氏（農水省農環研）が、「昔の田んぼ」の復元をつうじてみえてきた、生物多様性の復

元経過を報告した。日本の水田が生物にとってたいせつな湿地であること、そして田植え前後を境に北

方系と南方系の生物が水田で交錯することなど、多様な生物と水田稲作との連環を多くの事例とともに

紹介した。

総合討論の司会は筆者がつとめた。農耕地の生物多様性についての調査研究がまだ少ない現状をふま

えて、水田稲作と共進化してきた水田の生物多様性の実態をさらに深く調査することの重要性が確認さ

れた。水田内にかぎらず、水田に流れ込む水のよどみや流れ、川や池、林、山などさらに広い「水田生

態系」のもとで、多様性の実態があきらかにされる必要があろう。そして、わたしたちの生活の視点か
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ら、水田の生物多様性をとらえていくことの重要性も参加者から指摘された。自然をかしこく使うため

に、わたしたちはどうすればよいのか。多くの問題を投げかける例会となった。
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